
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
不朽性天然繊維・燃焼灰を用いてなる、汚泥・土壌・汚水を再生するための再生土水用資
材。
【請求項２】
不朽性天然繊維質が、青森ヒバ・スギ・ヒノキ・ユーカリの樹木又は樹皮粉砕品、古紙・
製紙工程で短繊維化した粕の一種以上より成る請求項 記載の再生土水資材。
【請求項３】
燃焼灰が汚泥・草木類・動物・石炭・石油を燃焼して得た灰である請求項１又は２記載の
再生土水用資材。
【請求項４】
鹿沼土の粉を含むことを特徴とする請求項 のいずれかに記載の再生土水用資材。
【請求項５】
汚染した水を、不朽性天然繊維に燃焼灰を含むものに接触させ、又は不朽性天然繊維に燃
焼灰を含む濾材で濾過して、水を浄化する施工方法。
【請求項６】
汚泥に、不朽性天然繊維単独若しくは燃焼灰を含むものを混合し、又はサンドイッチ状に
交互に敷き、汚泥を造成土・植栽土壌に再生する施工方法。
【請求項７】
塩類・有害物で汚染した土に、不朽性天然繊維単独若しくは燃焼灰を含むものを混合し、
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又はサンドイッチ状に交互に敷き、塩類・有害物で汚染した土を造成土・植栽土壌に再生
する施工方法。
【請求項８】
植栽土壌に、不朽性天然繊維単独若しくは燃焼灰を含むものを混合し、又はサンドイッチ
状に交互に敷き、又は植栽地の下部の溝若しくは溜マスに不朽性天然繊維単独若しくは燃
焼灰を含むものを設置し、肥料・農薬の流亡を抑制する施工方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、汚泥・汚水を科学物質でなく、天然物のリサイクル利用で、土の再生、水の
浄化を可能にし、併せて、環境を汚染しない農業及び緑化を行なう請求項１記載の再生土
水資材及び施工方法
【０００２】
【従来の技術】
　汚泥は極一部焼き物やコンクリートブロックの原料に使用する試みがあったが、多くは
コスト高になり、中止の運命をたどっていた。大量に浚渫される汚泥の多くは産業廃棄物
として、高いコストをかけ処分することを余儀なくされていた。汚水は、化学品である凝
集剤を使ったり、濾過したりしていたが、コスト高になり又、悪臭を除くことが出来ず、
多くは無残にも汚水のまま放置されていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　大量に浚渫される汚泥を低コストで処理し、廃棄するのでなく、有効に再利用すること
。
【０００４】
　今日、日本の河川湖沼の多くは、汚水の溜り場となっている。低コストで大量浄化を可
能にし、リサイクル利用により、水資源を確保する必要にせまられている。融雪剤の使用
・海水の飛散・化学肥料の使いすぎ・連作等による塩障害・肥料農薬の流亡のない環境保
全型の農業緑化及び農薬を使用しない芝生管理等、多くの課題があった。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、化学合成品を使用することなく、天然物のリサイクル利用により安価に且つ
、大量の汚泥・汚水を再生させ、又、不良土壌を良質土に改質して植栽土とする。
【０００６】
　すなわち、本発明は下記の再生土水用資材及び施工方法に係るものである

．不朽性天然繊維・燃焼灰を用いてなる、汚泥・土壌・汚水を再生するための再生土水
用資材。

．不朽性天然繊維質が、青森ヒバ・スギ・ヒノキ・ユーカリの樹木又は樹皮粉砕品、古
紙・製紙工程で短繊維化した粕の一種以上より成る 記載の再生土水資材。

．燃焼灰が汚泥・草木類・動物・石炭・石油を燃焼して得た灰である１又は２記載の再
生土水用資材。

．鹿沼土の粉を含むことを特徴とする のいずれかに記載の再生土水用資材。
．汚染した水を、不朽性天然繊維に燃焼灰を含むものに接触させ、又は不朽性天然繊維

に燃焼灰を含む濾材で濾過して、水を浄化する施工方法。
．汚泥に、不朽性天然繊維単独若しくは燃焼灰を含むものを混合し、又はサンドイッチ

状に交互に敷き、汚泥を造成土・植栽土壌に再生する施工方法。
．塩類・有害物で汚染した土に、不朽性天然繊維単独若しくは燃焼灰を含むものを混合

し、又はサンドイッチ状に交互に敷き、塩類・有害物で汚染した土を造成土・植栽土壌に
再生する施工方法。

．植栽土壌に、不朽性天然繊維単独若しくは燃焼灰を含むものを混合し、又はサンドイ
ッチ状に交互に敷き、又は植栽地の下部の溝若しくは溜マスに不朽性天然繊維単独若しく
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は燃焼灰を含むものを設置し、肥料・農薬の流亡を抑制する施工方法。
【０００７】
　不朽性天然樹皮は、青森ヒバ・スギ・ヒノキ及びユーカリの樹皮を粉砕して、繊維状に
して用いる。しかし、これら特定の樹木は、枝とか用材をとった廃材の粉砕品（粉）、又
はこれらの樹木のオガ粉も使用出来る。多くの場合、これら樹木の粉、オガ粉は、初期の
効果は高いが効果が短いため、速効的に、又、補助的に使用されるケースが多い。樹皮の
粉砕度は用途により若干異なるが、繊維のサイズは０．０２～１０ｃｍ、好ましくは０．
１～３ｃｍである。汚泥の再生には、汚泥に不朽性天然繊維を５～３００％好ましくは１
０～２００％配合するのが望ましい。燃焼灰は０～３０％、好ましくは０～２０％である
。目土・植栽土・吹付資材・土壌改良資材には、不朽性天然樹皮・燃焼灰を加え、鹿沼土
の微粉を１～３０％、好ましくは５～２０％加えるのが望ましい。鹿沼土のサイズは通常
鹿沼土として使用出来ない微粉程よく、好ましくは、１６メッシュ以下である。
【０００８】
【作用】
不朽性天然繊維は、長期に腐敗しないため、汚泥の排水性を長期に確保し、泥化性が改良
され、公園等の埋め立て土として再利用が出来る。その上、これら天然繊維は汚泥の気相
率を高め、殺菌力・殺虫力があり、汚泥中の有害病害虫を抑制し、植栽用水及び土として
も再利用出来る。
【０００９】
　汚水・汚泥中に有害物質・悪臭を伴う時、不朽性繊維と燃焼灰の組合せは特に有効で、
これら害を有効に固定し、除去し得る。汚水の浄化にも殺菌・殺藻・殺虫力は有効で、汚
水中の有害病害虫を防ぎ、腐敗せず繊維状を保つことは、フィルターとして使用した時、
濾過材として有効である。

【００１０】
　又、融雪剤を頻繁に散布される降雪地帯の滑走路、道路沿いの緑地帯、さらには、海岸
線沿いの緑地帯・農地は塩害を受け易い。塩害を受けると、従来は土壌を取り替える必要
があったが、本発明によると、土を取り替える必要なく、本発明の資材を塩害の発生した
土壌にすき込むのみで塩害の土壌を再生することが出来る。
【００１１】
　今日、農業も河川汚染の原因といわれるのは、施用した肥料の８０～９０％、農薬の３
０～７０％は未利用のまま河川に流亡しているが、本発明によると、この農薬・肥料の流
亡を防止する。そのメカニズムは十分に解明されていないが、農薬・肥料を取込み、又、
表層土に集積するのを防ぎ、降雨によるタレ流しを阻止している。既に、植栽されている
芝地には、芝床土に混入することはできないため、砂又は土に本発明資材を混合し、目土
として施用する。又、植栽土・吹付資材・土壌改良資材としても使用出来る。水車は、観
光資源として大切なもので、水車の中に本発明資材を組込み、観光資源としながら、水を
浄化することが出来る。具体的には、再生資材を、有孔体で形成された側面底面のボック
スを有する水車に組み込んで、水車を廻しながら、汚水を浄化する。
【００１２】

【実施例】
　次に、実施例を示すが、これに限定されるものではない。なお、部は容積で示す。
【００１３】
　実施例１：  青森ヒバの樹皮５０部を粉砕（３ｃｍ以下８０％以上）し、汚泥２００部
に混合し、放置により水切りした後、草花・樹木を植栽し、公園とする。
【００１４】
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例えば、  底部に排水孔を有する槽に、不朽性天然繊維及び燃
焼灰を敷き、その上より徐々に汚水を注ぎ、濾過し、悪臭を防ぎ、殺菌し乍ら水を浄化す
る。さらに、浄化した水を元にもどし、連続  回汚水地を浄化してもよい。また、不朽性
天然繊維及び燃焼灰を厚さ２ｃｍにつけ濾布として、加圧、又は、減圧方式で汚水を浄化
する。

【発明の実施の形態】



　実施例２：  スギ樹皮２０部を粉砕（５ｃｍ以下７０％以上）し、燃焼木灰１０部を加
え、汚泥２００部に混合し、放置により水切りし埋め立て、芝生を植栽し、スポーツグラ
ンドとする。
【００１５】
実施例３：  製紙粕５０部に焼却下水道灰３部を加え、湖沼汚泥７０部を用いて、初めに
、製紙粕及び焼却下水道灰で約５ｃｍに敷き、次いで、汚泥を７ｃｍに敷き、これを繰り
返し埋め立て、水切り後、広場として使用
【００１６】
実施例４：  ヒノキ樹皮３０部を粉砕（１ｃｍ以下９０％以上）し、燃焼石炭灰１０部を
加え、重金属で汚染された汚泥１００部に混合し、水を浄化し乍ら水を切り、植栽土とし
て利用する。
【００１７】
実施例５：  再生紙粕１００部に焼却灰２０部を加え、汚泥５００部に混合し、水切りし
て草花・芝生及び樹木を植栽して公園とする。
【００１８】
実施例６：  スギ樹皮粉砕品（５ｃｍ以下９５％以上）１００部に焼却木灰１０部加え、
汚泥５００部を混ぜ、底部及び側面を漏水しないようにゴムシートで張り、クロズドシス
テムで造成し、芝生・草花・樹木を植栽し、公園とする。有害物を含む植栽物・刈り芝・
枯草花及び剪定したものを焼却処分する。
【００１９】
実施例 ：  スギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下８０％以上）２０部及び燃焼灰１０部を、海水
で汚染した土壌１００部に混合し、栽培土壌として再生して、芝生・花き・野菜を栽培す
る。
【００２０】
実施例 ：  融雪剤で汚染した土地に、１ｍ２ 当たりスギ樹皮粉砕品（２ｃｍ以下８５％
以上）３０リットル、汚泥焼却灰３０リットルを広げ、深１０～３０ｃｍの土壌によく混
合し、芝生・草花・樹木を植栽する。
【００２１】
実施例 ：  耕作地１ｍ２ 当たり、スギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下９０％以上）１０リット
ル、焼却灰２リットルを広げ、約１５ｃｍの土壌に混合し、お茶・野菜等を植栽し、肥料
・農薬の流亡を抑制し乍ら栽培する。
【００２２】
実施例 ：  スギ樹皮粉砕品１００部及び燃焼灰５部を混ぜたものを、農耕地の排水槽
、又は、溜マスに入れ、散水・雨水による流出水を通し排出される肥料・農薬を捕取する
。
【００２３】
実施例 ：  青森ヒバ樹木のオガ粉３部、青森ヒバ樹皮７部の微粉砕品（２４メッシュ
９０％通過品）を、川砂３０部によく混合して、芝生用目土にする。
【００２４】
実施例 ：  青森ヒバ樹木（１０部）の微粉砕品（３２メッシュ８０％通過品）・鹿沼
土の微粉（３２メッシュ６５％通過品）２部及び山砂２０部をよく混合して、芝生用目土
にする。
【００２５】
実施例 ：  スギ樹皮１０部の微粉砕品（４８メッシュ８０％通過品）及び鹿沼土の粉
（２４メッシュ９０％通過品）２部を加え、よく混合して、芝生用目土にする。
【００２６】
実施例 ：  スギ樹皮粉砕品（１ｃｍ以下９０％以上）１００部に木灰１０部及び鹿沼
土の粉（４８メッシュ９０％通過品）２０部を加え、吹付資材とする。
【００２７】
実施例 ：  スギ樹皮粉砕品（２ｃｍ以下９０％以上）１００部に、鹿沼土の粉（２４
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メッシュ９０％通過品）５部を加え、植栽土とする。
【００２８】
従来技術対照１：汚泥をそのまま用いる。
【００２９】
対照２：海水で汚染された土壌（無機塩類濃度１２，５６０ｐｐｍを含む。）
【００３０】
【発明の効果】
　本発明は、以上説明したように構成されているので、次に記載するような効果を奏する
。
【００３１】
　（湖沼汚泥の土壌改良試験）
　（１）試験の目的湖沼汚泥を土壌改良して、ウオーターフロント公園等埋め立て土壌と
しての大量有効利用に道を拓く。
【００３２】
（２）透水性試験
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３３】
　＜透水性＞透水性試験は、飽和透水係数定水位法を用いて行った。汚泥を本発明の方法
で土壌改良すると、透水性は著しく改良され、雨水は水溜りを起こさず、植栽に適した土
質に改質できる。
【００３４】
汚泥のみでは透水性が悪く、雨水も水ハケ悪く水田の如く水が溜り、普通の植物は根腐れ
を生じ枯れる。
【００３５】
（３）生育試験
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３６】
　＜生育性＞ガザニアを用いて試験を行った。汚泥のみでは、草丈・草容量共に悪く、比
較的根腐れし難い植物を選んだため、根腐れは生じていないが、殆ど生育しない。
【００３７】
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　汚泥を本発明の方法で土壌改良すると、植栽土に適する土質に改良出来、草丈・容量共
に大きく育った。
【００３８】
　海水で汚染された土壌は、塩障害が起き、供試したガザニアは枯死したが、本発明によ
るものは、全く塩障害が発生しなかった。
【００３９】

目土の試験
【表 】
　
　
　
　
　
【００４０】
試験方法：  ベントグラスを用いて、本発明のもの及び従来技術の川砂各１ｍ２ 当たり２
リットル目土として散布し、４ヶ月後の発病率及びターフ形成率を測定した。
【００４１】
目土の性能本発明のものは、顕著な発病率抑制及び優れたターフ形成率を示した。
【００４２】

流亡防止試験
【表 】
　
　
　
　
　
【００４３】
試験方法：慣用法に従い、粒状化成肥料及び農薬を散布した。流亡性本発明によるものは
、優れた肥料及び農薬の流亡性阻止作用を示した。
【００４４】

植栽試験
【表 】
　
　
　
　
　
　
【００４５】
　試験方法：バミュダグラスを用いて、発芽率及び草丈を測定した。
【００４６】
植栽性本発明によるものは、優れた発芽率及び草丈（生育）を示した。
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